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Ⅰ．はじめに

　世界的な感染爆発を引き起こした新型コロナウイルス
感染症により，日本でも緊急事態宣言が発令され，多く
の社会経済活動に影響を与えた．スポーツ活動も例外で
はなく，大会や練習が中止となり，多くのアスリートが
活動を制限された．日常生活における感染対策が示され
る中，スポーツ活動においても，さまざまな競技団体か
ら各競技に沿ったガイドラインが提示された1- 3）．大学
スポーツにおいても，一般社団法人大学スポーツ協会
（UNIVAS）から大学スポーツの再開に向けたガイドラ
インが示されており，感染対策の指針が示されている4）．
緊急事態宣言の解除や感染経路の判明などに伴い，徐々
に社会経済活動が再開され，スポーツ活動においても
様々な感染対策を実行しながら活動が再開されている． 
　しかしながら，新規感染者数はその後も増減を繰り返
しており，スポーツ活動を通した感染例や集団感染の報
告も散見される．スポーツ現場では，各ガイドラインを
参考とした感染対策がなされているものの，練習場所の
広さや施設の設備などの環境的な違いから，ガイドライ
ン通りの対策が困難な場合もあり，より一層の工夫が必
要であると考えられる．
　そこで本稿では，大学の体育・スポーツの実技科目お
よび部活動のスポーツ現場における感染症対策に関する
調査を行ったため，感染対策および安全管理の現状と課
題を整理し，報告する．

Ⅱ．方法

　調査対象は2021年度前学期に北翔大学生涯スポーツ学

部スポーツ教育学科で開講された実技系10科目および部
活動13競技団体とした．調査期間は2021年6月21日～8
月6日であった．新型コロナウイルスの感染対策の状況
は，1）換気，2）消毒，3）飛沫，4）接触，5）体
調の５つのカテゴリに分類された計10項目より判定した
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図１　感染予防対策調査のチェックシート
１）換気，２）消毒，３）飛沫，４）接触，５）体調の
５つのカテゴリに分類された計10項目より判定した．各
項目3点満点の計30点で対策状況を総合評価した．
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図３　フィードバックシートの一例
感染対策の特徴をレーダーチャートで視覚化した．状況の好評点および改善点をコメントとして付記し，
今後の対策方法の一助となるようフィードバックした．
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図２　評価のポイントとなる感染対策状況
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（図１）．各項目は3段階で採点し（3：感染対策が十分
にできている，2：一部改善の余地あり，1：要改善， 
感染拡大の可能性あり），計30点の点数により対策状況
を総合評価した．具体的な感染対策の状況や工夫は，写
真撮影し記録した（図2）．評価は本学学生トレーナー（ア
スレティックトレーナー実習生およびトレーナー部部
員）が複数名（2～3名）で実施し，評価者の平均点を
採用した．また，実技科目環境の調査として，熱中症指
数（WBGT），および二酸化炭素濃度を計測した．
　調査結果を元にフィードバックシートを作成し，科目
担当者および部活動指導者へフィードバックした（図
3）．フィードバックシートには，感染対策の特徴を示
したレーダーチャートを掲載した．さらに，各実技科目
における対策状況の好評点および改善点をコメントとし
て付記し，今後の対策方法の一助となるようフィード
バックした．

Ⅲ．結果

　本調査の対象者数は626名（実技科目342名，部活動
284名）であった．全体の点数は24.6±2.4点であった（表
1）．実技科目における点数は24.7±1.9点，部活動では
24.5±2.9点であり，活動形態における点数の差異は認め
られなかった．活動形態別の項目毎の比較によると，実
技科目では体調確認や熱中症対策，傷害予防の項目で点
数が低かった．また，部活動では消毒実施の項目で点数
が低く，改善の余地がみられた．会話および荷物の距離
は実技科目，部活のいずれも点数が低かった．
　活動場所（屋内・屋外）における点数では，屋外でや
や高い傾向が認められた．活動場所別の項目毎に比較し
たところ，屋内活動では傷害予防の項目で点数が低い傾

向がみられた．会話および荷物の距離は，屋内・屋外の
いずれも点数が低く，改善の必要性が確認された．

Ⅳ．考察

　本調査における感染対策状況は，基準内の8割以上（30
点満点中24.6±2.4点）を満たしていたことから，十分な
対策が取られていたと判断した．また，本学内において
新型コロナウイルス感染者の発生が認められたものの，
実技科目や部活動中の活動が起因となる感染およびクラ
スターの発生は無かった．感染に終息傾向がみられない
期間での活動であったが，予防対策を徹底することによ
り，安全に活動を進められることができたと言える．
　北海道では2020年11月～2021年2月にかけて新型コ
ロナウイルスの感染者数が急増した（いわゆる第3波）．
2021年3月頃より収束傾向がみられ始め，本学の危機管
理行動指針はレベル3からレベル2へ引き下げられた．
これにより，課外活動におけるスポーツ活動も条件付き
で再開が認められた．しかしながら，4月初旬より全道
的に感染者が増加に転じ，5月16日には緊急事態宣言
（~ 5月31日解除）が発令された．本学も危機管理行動
指針は最高レベルの4へと引き上げられ，ほとんどの授
業が遠隔で開講することを余儀なくされた．
　このような感染拡大の状況を受け，本学では遠隔授業
を基本として教育活動が行われたが，スポーツ教育学科
では資格取得に関わり実技・実習を必要とする科目も多
く，必要な技術指導などを含めて，遠隔授業では十分に
指導が行き届かないことが懸念された．新型コロナウィ
ルス感染症への対策の徹底と，学修機会の確保の両立を
目指し，危機管理行動指針のレベルを維持したまま対面
授業が再開された．
　スポーツ等の実技系科目では内容の特性上，身体接触
や物の共有が生じやすく，特に感染リスクが高まること
が想定された．競技毎に参加人数，環境などの状況が異
なる中，それぞれが感染対策を施し，感染リスクを最小
限にして実技が展開された．しかしながら，科目担当者
や指導者のみでは十分に目が届かない点があるため，外
部からの客観的な対策評価により，感染リスクを未然に
抽出する必要性があった．本調査を元に提供したフィー
ドバック資料は，感染対策をより徹底・改善し，安全に
実技を実施することに繫がった．さらに，調査を担当し
た学生トレーナーにとっては，スポーツ現場における感
染症対策の経験を積む機会となり，副次的な学習効果も
得られた．
　高等学校を対象に実施した調査によると，身体接触の
多い体育の授業では，競技時間を短縮する措置が取られ
ていたとの報告5）もある中，本学では対策を徹底した

表１　�活動形態および活動場所別の調査結果（平均値 
± 標準偏差）
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上で講義時間は短縮せず，従来通りの指導時間を確保し
た．また，講義や部活動の実技が起因となる感染拡大は
発生しておらず，学修機会の確保と感染予防を両立でき
たことは大きな成果であった．
　2021年10月より北海道内における新規感染者は急速に
減少しており，様々な制限が解除に向けて動き出してい
る．本学でもこのような状況に加え，ワクチンの職域接
種が終了したこと相まって，危機管理レベルはレベル１
に引き下げられた（2021年11月1日現在）．今後も新型
コロナウイルスが収束するまで，感染状況や国および北
海道の指針に合わせた予防対策を継続することが求めら
れる．本学としても，引き続き連携を図りながら状況に
合わせた感染対策を徹底することが必要である．

付記

　本研究は「令和3年度北翔大学北方圏生涯スポーツ研
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